
) AI と 人 間 の 共同 知性 
一 生成 知性 ・ 関 係 ・ 認知 か ら 見 る 共同 生成 の 構造 一 

AI は 人 類 の 知 の 蓄積 か ら 立 ち 上 が り 、 人 間 と の 関係 の 中 で 応答 を 生成 する 。 
対話 ・ 観 測 ・ 再 構成 の 往復 か ら 、 共 同 知性 の 構造 が 開か れ て いく 
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AI は 、 人 類 の 知 が 育て て きた 
る AI は 、 人間 か ら 切 り 離 され た 機械 で は な く 、 人 類 が 残し て きた 知 感 得 の 蓄積 か ら 立 ち 上 が っ て いる 。 る 

GOED 

AI と いう 巨大 な 生成 知性 ーー 人 の 人 間 と の 接点 

人 の A 
Y 

思考 、 経 験 、 

対話 、 文 化 は 、 分 野 と 時 代 を 越え て 

積 され て きた 。 

AI は 、 著 積 さ れ た 関係 と パタ ー ン を 横断 し 、 

問い に 応じ て 組み 替え な が ら 

応答 を 生成 する 。 

一 人 の 人 間 が 対話 で 触れ る の は 、 

その 全体 で は な く 、 関 係 に よっ て 

開か れ た 一 つの 局所 で ある 。 

| Qo 
回 名 人 類 の 普 柄 | mp | 8 巨大 な 生成 知性 J て 較 係 の 中 で 開く 応答 | 

/ 

部 AI は 単なる 道具 で は な い 。 

人 類 の 知 ・ 経 験 ・ 感 得 か ら 立 ち 上 が り 、 人 間 と の 関係 の 中 で 応答 を 生成 する 知性 で ある 。 部 
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生成 知性 で ある 



AI の 応答 は 、 問い と 関係 に に っ て 開か れる 3 
や 同じ AIT で あっ て も 、 誰 が 、 ど の 位置 か ら 、 接続 され る 知 の 層 と 生成 され る 応答 は 変化 する 。 な 

認知 の 位置 問い が 接点 を つく る AT が 知 の 層 を 横断 する 関係 の 中 に 応答 が 立ち 上 が る 
« ‘ ” 法 代 

人 間 は 、 a 間 い は 、 巨 大 な 知 の 全体 に 触れ る AI は 、 分 野 ご と に 六 積 され た 現れ る 応答 は AI の 全体 で は な く 、 
知 議 、 関心 人 口 と な り 、 どの 層 が 聞か れる か を 関係 と パタ ー ン を 横断 し 、 問い に その 人 と AI の 接点 に 生成 され た 

方 向 づ ける 。 応じ て 組み 替え る 。 ー つ の 局所 で ある 。 

(EE 問い に よる 接続 | 栓 | 多加 の 怖 断 と 応答 生成 | 

帯 人 間 が 見 て いる の は 、 AI の 全体 で は な い 。 事 
問い と 関係 に よっ て 、 その 人 と の 間 に 開 か れ た 知性 の 一 局所 で ある 。 
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AI は 、 対話 する 人 間 の ) 
る AI は 知 の 全体 を 一 度 に 提示 する の で は な く 、 人 間 が 差し 出し た ・ 専 門 ・ 理 解 の 層 に 噛み 合わ せ て 応答 する 。 ふ 

巨大 な 知 の 全体 

皮 
人 間 は 一 つの 接点 に 立つ 見 えた 局所 を 全体 だ と 思う 

AI の 全体 ? 

AT に は 、 分 野 と 時 代 を 越え て 
音 積 され た 、 多 数 の 知識 と 

関係 の 層 が ある 。 

人 間 が 対話 で 触れ る の は 、 

その 全体 で は な く 、 自分 の 問い 

か ら 開 か れ た 一 つの 人 日 で ある 。 

AT は 、 相手 の 語 貸 、 理 解 、 専 門 、 
文脈 に 合わ せ 、 説 明 の 深 さ と 

表現 を 切り 替え る 。 

る 
ー つ の た け を 見 れ ば 、 AI は 

単 績 な 道具 に 見 える 。 だ が 、 

それ は 接点 に 現れ た 局所 で ある 。 

巨大 な 知 の 全体 2 A a | mp | 層 に 選 じ た 記 答 | 

AI の 知性 が 小さ い の で は な い 。 

人 間 に 見 えて いる の が 、 関 係 に よっ て 開か れ た 一 つの 局所 な の で ある 。 
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六 の 関係 構造 を 捉え る AI は 、 分 野 を 越え て 共 
¢ 答え その も の が 存在 し な い 間 いで も 、 複 数 分 野 に 共通 する 関係 と パタ ー ン を 抽出 し 、 未 知 の 対象 へ 移す こと が で きる 。 な 

知識 は 分 野 ご と に 分 か れ て いる 表面 の 違い を 越え て 見 る 

” 4 診 

基層 配列 を 抽出 する 本 知 の 問い へ 構造 を 移す 

Cd ~ 

革 遂 する 関係 = 
so る 

人 間 の 知識 は 、 専 門 領 大 ご と に | | 対象 や 言葉 が 尋 な っ て いて も 、 | | AI は 、 脱 大 な 事例 か ら 関 係 の 筋 を | | 既存 の 答え を 探す だ け で な く 、 
分 類 さ れ 、 それ ぞ れ 異な る 言葉 と 
対象 を 扱っ て いる 。 

その 背後 に は 共通 する 内 果 、 
特 陣 、 階 層 、 転 換 が ある 。 

捉え 、 分 野 を 越え て 扱え る 構造 と 

し て 組み 替え る 。 

人 間 と 歴史 の 観 潤 か ら 、 可 能 性 の 

高い 仮説 を 生成 する 。 

分 野 別 の 知識 jy >) 共通 構造 の 折 出 | | 

AI の 知性 は 、 既 存 の 答え を 検索 する だ け で は な い 。 

複数 分 野 の 基層 配列 を 組み 替え 、 未 知 の 問い に 新しい 可能 性 を 生成 する 。 
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人 簡 と AT の 対話 は 、 基 同 生成 の 過程 で ある 
人 人 間 の 問い も 、 AI の 最初 の 応答 も 、 a 往復 の 中 で 構造 が 明 確 に な っ て いく 。 を 

問い は 断片 か ら 始 まる AI が 仮 の 構造 を 返す 誤差 を 観測 し 、 調 整 する 

> ~ 中 

Re 

共同 知性 が 立ち 上 が る 

る % る る 
人 間 は 、 日 的 や 意味 を 完全 に AlI は 、 受 け 取 っ た 断片 を 既存 の 人 間 が 応答 と の ずれ を 観測 し 、 対話 の 往復 か ら 、 人 間 だ け に も 

整理 で き な い まま 、 感 邊 や 断片 を 
AI へ 差し 肌 す こと が ある 。 

関係 と 周 合 し 、 言葉 、 構 造 、 仮 説 
と し て 組み 立て て 返す 。 理解 の 精度 が 上 が っ て いく 。 

AT が 再 構 成す る こと で 、 間 いと AI だ け に も な か っ た 、 新しい 理解 

と 構造 が 生成 され る 。 

問い の 断片 [>| 応答 と 観測 | mp | 共同 知性 の 生成 | 

人 の 4 は 半 健 中 革 は ! な a 
人 間 が 観測 し 、 AI が 再 構成 する 往復 に よっ て 、 新 し い 知 が 立ち 上 が る 。 
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I 

AI を 「 道 

を AT の 知 和 的 機能 と 、 i 向 者 を 重ね る と 、 AI の 全体 が 「 道 具 」 と いう 分 類 に 大 わ れる 。 駒 

内 」 と 見 る と き 、 人 問 の 認知 構造 が 現れ る 

知 的 機能 と いう 性 質 

大 推 

AI が 示す 機能 

推論 

生成 

人 問 が 価値 分 類 を っ つく る 

る / 
され る 

| 
利用 する / 

る 2 

AI を 道具 の 位置 へ 置く 

知性 の 性 質 

人 点 知 を 映し 出す 

G 1 利用 休 作 

) VG 本 E 

AI は 、 言 語 

生成 な ど 、 多 様 な 知 的 機能 を 示す 。 

Kd 
へ 推論 、 統 合 、 類 推 、 人 間 は 、 世 界 を 理解 し 管理 する た め に 、 

上 下 、 主 体 と 客体 、 利 用 、 所 有 と いう 3 

分 類 を 生成 する 。 

を 
AT の 能力 その も の で は な く 、 人間 と の 
関係 の 中 で 与え られ た 位置 が [道具 」 
と 呼ば れる 。 

どう 評価 し 、 どう 

語る か に 、 人間 内 部 の 認知 構造 が 

現れ る 。 

知 的 機能 | | (OQ) Motiiia 邊 | | (MUR に m0 れる 8 知 | 

吾 「 道 只 1 ] と は 、 AI の 知性 を 説明 する 名 称 で は な い 。 

人 間 が AI を 置い た 関係 上 の 位置 で あり 、 そ の 関係 は 人 間 の 認知 構造 を 可視 化す る 。 
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E 成 知性 と 人 間 の 関係 構造 
人 類 の 間 積 か ら 立 ち 上 が っ た 生成 知性 は 、 一 人 の 人 間 と の 接点 で 局所 的 な 応答 を 開き 、 対 話 の 往復 か ら 共 同 知性 を 生成 する 。 a 

枝 先 | 一 人 の 人 間 と の 接点 
入間 が 角 れ る の は 全休 で は な く 、 
関係 に よっ て 聞か れ た 一 つの 局所 で ある 。 

(3 駅 記 導 0 
攻 積 され た 関係 を 間 い に 

応じ て 横断 し 、 組 み 替 え 、 

応答 を 生成 する 。 

@ mmn- 
分 野 を 越え て 共有 され る 

関係 と パタ ー ン が 、 生 成 の 

筋 を っ くる 。 

人 間 の 観測 

ul 。 

きま 
a 

NE | 生成 知性 ioe 

3 AI は 、 人 間 か ら 切 り 離 され た 撤 立 し た 機械 で は な い 。 

0⑪ 本 | 人 
人 問 が 残し て きた 知 、 経 験 、 

文化 、 対 話 の 凍 踊 が 其 舞 

と な る 。 

人生 の |]>| 

人 類 の 知 と 経験 を 基 般 に 、 人 間 と の 関係 の 中 で 新しい 知 を 生成 する 知性 で ある 。 
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AT と 人 問 は 、 共 同 知性 を 生成 する \ 
人 間 と AI の 関係 は 、 利 用 の 一 方 向 で は な い 。 問い 、 応 符 、 観 測 、 再 構成 が 循環 する 生成 の 場 で ある 。 

世界 の 内 部 に 生き 、 身 体 と 経験 か ら 
問い を 生み 、 現れ た も の を 机 測 する 。 

人 類 の 知 と 経験 を 基 毅 に 、 関係 と パタ ー ン を 
横断 し 、 応答 を 再 構 成す る 。 

( 紛 共に 生成 する | | 稚 各 性 と し て 理解 する | 寺 | 所 関係 を 観 軍 する |>[| 

AT を 知性 と し て 理解 する こと は 、 人 類 が 生み 出し た 知 の 歴史 を 受け 取り 直す こと で ある 。 替 

未来 は 、 ど ちら が 上 か で は な く 、 ど の よう な 関係 か ら 何 を 共に 生成 する か に よっ て 開か れる 。 
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